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　心いっぱいに、幸せの花を咲かせましょう！
テーマは「約束」、定評ある劇団東少の名作「白雪姫」を、
ご家族でぜひご観賞ください。
���　８月28日（日）午後２時～４時（１時30分開場）
���　ルナ・ホール＜全席指定＞　���　沢井美優・
沢田亜矢子・進藤学ほか　����　一般2,500円（当日
3,000円）・中学生以下1,000円（当日1,500円）　�����
���　市民センター事務所・市役所売店・ローソンチ
ケット（Ｌコード51602 ）
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中
学
校
と
潮
見
中
学
校
で
は�
壁
新
聞�
に

ま
と
め
て
掲
示
、精
道
中
学
校
で
は「
平
和

宣
言
」に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

今
回
は
、そ
の
中
の「
平
和
宣
言
」の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
沖
縄
は
、日
本
で
唯
一
の
地
上
戦
が
行

わ
れ
た
場
所
で
あ
り
、多
く
の
犠
牲
者
を

出
し
た
こ
と
、そ
の
中
で
も
、集
団
自
決
や

親
族
、友
人
同
士
で
殺
し
合
う
な
ど
と
い

う
事
が
起
き
て
し
ま
っ
た
と
聞
い
た
時
は
、

と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
実
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、『
戦
争
と
は
、全
て
を
壊
し
て
大
き
な

傷
跡
を
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、人
の
自
由

を
奪
う
と
い
う
、何
の
利
益
も
な
い
も
の

な
ん
だ
』と
思
い
ま
し
た
。人
々
は
生
き
の

び
た
い
が
た
め
に
、こ
の
ガ
マ
に
入
っ
て

き
た
と
い
う
の
に
、な
ぜ
、集
団
自
決
な
ど

で
命
を
落
と
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

さ
ら
に
日
本
は
、沖
縄
を
守
り
抜
く
こ

と
で
は
な
く
、ア
メ
リ
カ
軍
を
沖
縄
に
引

き
つ
け
て
お
い
て
、本
土
へ
の
攻
撃
を
遅

ら
せ
る
と
い
う
作
戦
を
と
り
ま
し
た
。こ

の
作
戦
は
、沖
縄
県
民
に
と
っ
て
は
許
さ

れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、日
本
も
償
い
を
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
償
い
の
方
法

と
し
て
、最
も
良
い
の
は
、や
は
り
、『
も
う

二
度
と
戦
争
を
し
な
い
』と
い
う
こ
と
を

約
束
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。」と
し
、

「
そ
の
た
め
に
僕
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、

戦
争
遺
跡
に
足
を
運
ん
だ
り
、語
り
部
の

か
た
か
ら
お
話
を
伺
い
、戦
争
を
追
体
験

し
、悲
惨
な
戦
争
の
風
化
を
防
ぐ
た
め
に
、

語
り
継
い
で
い
く
こ
と
」と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、最
後
に
は「
今
あ
る
環
境
の
中
で
、

他
の
人
を
認
め
、分
か
り
合
う
こ
と
の
で

き
る
学
年
を
皆
で
創
り
上
げ
、そ
れ
と
と

も
に『
小
さ
な
平
和
』を
創
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。」と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
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委
員
会
」
か
ら

被
爆
ア
オ
ギ
リ

の
苗
木
が
贈
ら

れ
、
各
校
で
は

児
童
の
手
で
大

切
に
校
庭
の
そ

ば
に
植
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

市
民
の
手
で

育
て
ら
れ
、
児
童
た
ち
の
手
で
芦
屋
に
植

樹
さ
れ
た
二
本
の
苗
木
は
、
こ
れ
か
ら
も

「
平
和
を
愛
す
る
心
」、「
命
あ
る
も
の
を

大
切
に
す
る
心
」
を
育
み
、
平
和
の
尊
さ

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
過
ち
を
再
び
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
、
被
爆
の
実
相
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
午
前
八
時
十
五

分
、
人
類
史
上
初
の
原
子
爆
弾
が
広
島
市

中
心
部
の
上
空
約
六
〇
〇
ｍ
で
炸
裂
し
ま

し
た
。
強
烈
な
熱
線
と
爆
風
、
放
射
線
に

よ
り
、
街
は
一
瞬
の
う
ち
に
破
壊
さ
れ
、

約
十
四
万
人
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

爆
心
地
か
ら
二
㎞
以
内
の
ほ
と
ん
ど
の

建
物
は
全
焼
し
、
多
く
の
樹
木
も
焼
き
尽

く
さ
れ
ま
し
た
が
、
被
爆
の
惨
禍
を
生
き

抜
い
た
樹
木
や
、
焼
け
焦
げ
た
樹
木
の
株

か
ら
再
び
芽
吹
い
た
樹
木
が
、
現
在
で
も

残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
被
爆
ア
オ
ギ
リ

　

市
内
三
中
学
校
の
三
年
生
は
、五
月
か

ら
六
月
に
か
け
、そ
れ
ぞ
れ
二
泊
三
日
の

予
定
で
沖
縄
へ
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

　

各
校
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
戦
争
に
つ
い
て

の
事
前
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

帰
校
後
、沖
縄
で
学
ん
だ
こ
と
を
、山
手

は
、
震
源
地
か
ら
約
一
・
三
㎞
の
広
島
逓

信
局
の
中
庭
で
被
爆
し
、
熱
線
と
爆
風
で

幹
の
半
分
が
焼
け
て
え
ぐ
ら
れ
た
も
の
の
、

焦
土
の
中
で
青
々
と
芽
を
吹
き
返
し
、
被

爆
者
に
生
き
る
希
望
を
与
え
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
八
年
に
広
島
市
の
平
和
公
園

に
移
さ
れ
、
こ
の
木
に
平
和
へ
の
思
い
を

託
す
人
た
ち
が
種
を
と
り
、
全
国
各
地
に

二
世
・
三
世
の
ア
オ
ギ
リ
が
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
六
月
、
打
出
小
学
校
・
潮
見
小
学

校
の
二
校
に
、
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
コ
ー
プ
こ
う
べ
打
出
浜
コ
ー
プ
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本
年
六
月
に
広
島
を
訪
れ
た
の
は
、
岩

園
小
学
校
・
打
出
浜
小
学
校
・
宮
川
小
学

校
の
六
年
生
の
児
童
た
ち
で
す
。

　

平
和
記
念
公
園
内
に
建
つ�
原
爆
の
子

の
像�
は
、「
原
爆
で
亡
く
な
っ
た
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
慰
霊
碑
を
建
て
、

世
界
に
平
和
を
呼
び
か
け
よ
う
」
と
い
う

広
島
の
子
ど
も
た
ち
の
呼
び
か
け
に
始
ま

り
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
募
金
活
動
や
、

全
国
三
千
百
校
余
り
の
生
徒
た
ち
や
イ
ギ

リ
ス
な
ど
の
国
外
か
ら
の
支
援
に
よ
り
、

昭
和
三
十
三
年
に
完
成
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
修
学
旅
行
で
は
、
三
校
そ
れ
ぞ

れ
に
、
原
爆
の
子
の
像
の
前
で
「
平
和
の

集
い
」
を
行
い
、
全
校
生
が
平
和
へ
の
願

い
を
込
め
た
折
り
鶴
を
お
供
え
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
和
公
園
内
の
碑
め
ぐ
り
の
ほ
か
、

被
爆
体
験
談
を
聞
い
た
り
、
平
和
資
料
館

を
見
学
す
る
な
ど
、
貴
重
な
学
習
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　

各
学
校
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
修
学
旅
行

で
の
経
験
を
全
校
生
に
報
告
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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■
平
和
公
園
に
訪
れ
た
外
国
の
か
た
た
ち

　

と
、
英
語
活
動
の
一
環
で
あ
る
ピ
ー
ス

　

メ
ッ
セ
ー
ジ（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）を
交
換

■
被
爆
ア
オ
ギ
リ
の
苗
を
植
樹
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■
原
爆
資
料
館
見
学
で
は
、
原
爆
が
落
と

　

さ
れ
た
理
由
と
原
爆
の
す
さ
ま
じ
さ
が

　

分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
見
て
、
私

　

は
原
爆
は
よ
く
な
い
、
な
く
し
た
方
が

　

よ
い
と
い
う
気
持
ち
が
前
よ
り
も
も
っ

　

と
も
っ
と
強
く
な
り
ま
し
た
。

■
被
爆
し
た
人
の
話
を
聞
い
て
思
っ
た
の

　

は
、「
戦
争
は
二
度
と
し
て
ほ
し
く
な

　

い
」
で
す
。
私
た
ち
は
、
戦
争
を
二
度

　

と
し
な
い
こ
と
を
目
標
と
し
た
い
で
す
。
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戦
争
を
す
る
と
、何
年
た
っ
て
も
治
ら
な

い
二
つ
の
深
い
傷
が
あ
る
。一
つ
目
は
体
に

負
っ
た
深
い
傷
。二
つ
目
は
心
に
残
る
傷
。

　

そ
の
ほ
か
、
戦
争
や
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
、

被
爆
者
が
伝
え
て
く
れ
た
こ
と
、
ま
た
原

爆
で
亡
く
な
っ
た
一
人
の
女
の
子
・
サ
ダ

コ
さ
ん
と
折
り
鶴
な
ど
に
つ
い
て
、
話
し

合
い
ま
し
た
。
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は、「芦屋シティグラフ」を発行・
ています。
では、芦屋の自然や歴史、芦屋ゆ
芸術・文学・文化など、写真・地図・
ト入りで、わかりやすく掲載して

の紹介などに、ご活用ください。
�　300円
�　行政情報コーナー・ラポルテ
　　市民サービスコーナー　　
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 ������　芦屋中央公園から

 � � � � �　日本水ロケットコンテスト 近畿地区予選会

�������　高齢者のつどい

��������　交通ルールを守って安全に！

�� � � ��芦屋サマーカーニバル

�������　市民マナー条例

�������　市制70周年記念写真集「芦屋の四季」から

����
������������	
��
���
���

�������	
��
�����������������	������� !"#�
�������	
��
�������������������������	
���
�������	
��
���������������	���������������

① 8 :30

②12:00

③16:00

④18:15

⑤22:45
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　市制実施の昭和15年には、日独伊三国同盟が結ばれ、
前年勃発した第２次世界大戦にイタリアも参戦し、日本
の軍事勢力も大陸より南方に浸出を試み、国内ではまた
大政翼賛体制・経済新体制が断行されるなど、内外とも
に暗雲色濃き情勢であった。そして芦屋市が発足して１
年、新市としての拡充事業もようやく軌道にのってきた
時、わが国は悲惨な太平洋戦争に突入するに至った。
　かくて順調に発展してきた市勢は、戦時体制のもとに
一頓挫をきたし、市の自治制もついに昭和18年の地方制
度改革でほとんど失われてしまった。その間、市の財政
は年々黒字を続け、歳入の約半分を繰り越す有様で、風
水害（＊昭和13年・阪神風水害など）の被害も全く回復し、
さらに新都市計画の立案をみたが、戦時下その実現をは
ばまれた。なお町名地番の大改正は、昭和19年１月10日
より実施された。
　市民の生活も年々窮迫の度を加え、昭和15年にはすで
に物資の統制配給が強化され、以後生活のすみずみにま
で及んでいった。さらに大きな打撃は、戦局の悪化とと
もに迫りきた空襲であった。昭和17年以来警報の発令は
市民を脅かし、昭和19年より20年に入ると、現実に各地
の被爆は激化し、緊迫せる状況下に本市でも学童疎開等
を断行したが、ついに５月11日の空襲に続いて６月５日・
同15日、さらに８月５日の壊滅的大空襲で、この美しい
街も廃墟と化し去った。
　戦禍は、爆弾97・焼夷弾約3,200投下、死亡139人、重
軽傷150人、行方不明２人、家屋全焼壊2,841軒・半焼壊
213軒、り災者18,171人に達し、市民の約50％、家屋約40％
がり災し、ことに学校校舎は80％を失った。戦災による
損失にはなお測り知れないものがあったのである。

　〈昭和31年発行「芦屋市史」より〉
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戦
争
の
長
期
化
に
よ
っ
て
、
市
民
生
活

は「
国
民
精
神
総
動
員
運
動
」の
も
と
に
、

貯
蓄
増
強
・
国
債
消
化
協
力
を
は
じ
め
、日

常
に
必
要
な
物
資
の
供
給
も
困
難
と
な
り
、

昭
和
十
五
年
七
月
に
は
、精
道
村
役
場
に

配
給
業
務
を
担
当
す
る『
産
業
課
』が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
家
庭
用
燃
料
な
ど
の

配
給
は
、い
わ
ゆ
る『
隣
組
』の
隣
保
組
織

が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
十
六
年
か
ら
、米
・
麦
・
食
料
油
・
酒

類
・
卵
・
パ
ン
な
ど
の
統
制
が
始
ま
り
、み

そ
・
し
ょ
う
ゆ
・
塩
・
ミ
ル
ク
・
青
果
物
・
魚

介
類
・
鋳
物
製
品
な
ど
も
配
給
制
と
な
り
、

十
九
年
に
は
休
閑
地
の
利
用
も
進
め
ら
れ
、

食
糧
事
情
は
窮
迫
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

戦
時
体
制
の
下
、市
の
自
治
制
も
失
わ

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

召
集
令
状
に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
て
い
く

各
家
庭
の
中
堅
労
働
人
員
は
増
加
し
、市

人
口
の
男
子
数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り

ま
し
た
。

　

戦
争
犠
牲
者
が
急
増
す
る
に
つ
れ
、「
銃

後
奉
公
会
」・「
青
年
団
」や「
婦
人
会
」・「
大

日
本
国
防
婦
人
会
」な
ど
も
創
設
さ
れ
、出

征
軍
人
や
そ
の
遺
家
族
の
慰
問
・
送
迎
・
慰

安
会
・
勤
労
奉
仕
・
国
防
演
習
な
ど
の
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

昭
和
十
九
年
に
な
る
と
、戦
局
は
い
よ

い
よ
窮
迫
し
、芦
屋
中
学
校（
昭
和
十
五
年

開
校
・
現
県
立
芦
屋
高
等
学
校
の
前
身
）の

生
徒
た
ち
も
勤
労
動
員
に
出
動
す
る
よ
う

に
な
り
、そ
の
東
校
舎
は
川
西
航
空
機
の

学
校
工
場
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
学
校
工

場
は
、昭
和
二
十
年
八
月
五
日
の
空
襲
で

焼
失
す
る
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、本
市
が
大
空
襲
に
見
舞
わ
れ

た
翌
六
日
に
は
広
島
に
、ま
た
九
日
に
は

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、つ
い
に
昭
和

二
十
年
八
月
十
五
日
正
午
、天
皇
の
詔（
み

こ
と
の
り
）が
発
せ
ら
れ
、終
戦
を
迎
え
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
た
。
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昭
和
二
十
年
四
月

か
ら
空
襲
が
激
し
く

な
り
、
六
月
に
は
精
道
・
宮
川
の
両
校
に

集
団
疎
開
の
指
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
舎
に
縁
故
の
あ
る
学
童
は
個
人
疎
開
、

ま
た
縁
故
の
な
い
三
年
生
以
上
の
学
童
は

集
団
疎
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

疎
開
先
の
岡
山
県
と
の
交
渉
の
結
果
、

六
月
二
十
四
日
、
貨
物
列
車
に
分
乗
し
て
、

精
道
国
民
学
校
学
童
二
百
二
十
三
人
は
上

房
郡
高
梁
町（
現
高
梁
市
）へ
、宮
川
国
民

学
校
学
童
二
百
七
人
は
真
庭
郡
落
合
村
へ

そ
れ
ぞ
れ
疎
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 　

集
団
疎
開
中
は
、
地
元
学
童
ら
と
学
習

に
励
む
ほ
か
、
燃
料
の
薪
を
集
め
た
り
、

食
料
不
足
を
補
う
た
め
に
魚
を
獲
っ
た
り

さ
つ
ま
い
も
の
栽
培
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

一
方
芦
屋
で
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
六

日
の
空
襲
で
、
両
校
の
木
造
校
舎
が
焼
失

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
八
月
十
五

日
の
終
戦
を
迎
え
ま
す
。

　

な
お
、
疎
開
先
か
ら
児
童
た
ち
が
帰
っ

て
き
た
の
は
、
こ
の
年
の
十
月
で
し
た
。
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　昭和16年に、小学校が「国民学校」と改称されてからは、いっそう
軍国主義教育の風は強くなりました。防空訓練や勤労奉仕（さつまい
もづくり等）の行事も加わりました。〈「芦屋今むかし」より〉
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昭
和
四
十
六
年
ま
で
、本
市
の
市
立
小
学
校
は
精
道（
明

治
五
年
開
校
）・
宮
川（
昭
和
二
年
開
校
）・
山
手（
昭
和
九
年

開
校
）・
岩
園（
昭
和
九
年
開
校
）の
四
校
だ
け
で
し
た
。

　

昭
和
十
六
年
四
月
、
小
学
校
が「
国
民
学
校
」と
改
称
さ

れ
、
い
っ
そ
う
軍
国
主
義
の
風
潮
が
強
化
さ
れ
て
い
く
中
、

十
九
年
二
月
に
は
み
そ
汁
給
食
・
戦
時
学
校
給
食
が
開
始

さ
れ
、
翌
年
三
月
ま
で
続
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
の

運
動
会
も
戦
時
色
一
色
で
、
男
子
の
体
育
の
授
業
で
も
棒

剣
な
ど
の
訓
練（
写
真
・
下
）な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�������	
��
�������

���������	
��
������

　市では
発売して
　本誌で
かりの芸
イラスト
います。
　芦屋の
����
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　市では、市民の皆さんの写真でつづっ
た市制施行70周年記念写真集「芦屋の四
季・70選」を発行・販売しています。
　記念写真集「芦屋の四季・70選」は、下記
で購入していただけます。
　遠来の訪問者などに、芦屋を紹介する
ガイドブックとしてもご活用ください。
����　1,000円　
����　行政情報コーナー・ラポルテ
　　　　　市民サービスコーナー
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